
令和７(2025)年度第２回 栃木県地域公共交通活性化協議会 次第 

日時：令和７(2025)年９月 25日（木）  15:00～16:00  

会場：栃木県庁 北別館 202階議室（オンライン併用）  

 

    １ 開 会 

    ２ 議 題 

⑴  令和６(2024)年度監査報告 

⑵  栃木県地域公共交通計画に掲げる KPIの修正について 

⑶  本年度の各施策の取組状況 

    ３ その他 

    ４ 閉 会 

 
≪会議資料≫ 

・令和７(2025)年度第２回 栃木県地域公共交通活性化協議会 出席者名簿 

・令和７(2025)年度第２回 栃木県地域公共交通活性化協議会 座席表 

・令和６(2024)年度監査報告             【資料１】 

・栃木県地域公共交通計画の掲げる KPIの修正について 【資料２】 

・本年度の各施策の取組状況             【資料３】 
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1 号 地方公共団体 

栃木県 県土整備部交通政策課 課長 橋本 達雄 ○対面 

2 栃木県市長会 宇都宮市総合政策部交通政策課 課長 田代 卓也 ○WEB 

3 栃木県町村会 茂木町企画課 課長 小河 克紀 ○WEB 
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2 号 

公共交通 
事業者等 

東日本旅客鉄道 (株) 大宮支社  経営戦略ユニット 
リーダー 

神保 成究 ○対面 

5 東武鉄道（株） 経営企画本部 課長 金子 悟 ○WEB 

6 (一社) 栃木県バス協会 専務理事 小矢島 応行 ×欠席 

7 (一社) 栃木県タクシー協会 専務理事 小菅 康夫 ○対面 

8 
道路管理者 

国土交通省関東地方整備局 宇都宮国道事務所 課長 小暮 秀昭 ○出席 

9 栃木県 県土整備部道路保全課 課長 河又 伸一 ○対面 

10 

3 号 

公安委員会 栃木県警察本部 交通部交通企画課 交通管理官 鬼丸 純一 ○対面 

11 
学識経験者 

福島大学 経営経済学類／前橋工科大学 学術研究院 教授／特任教授 吉田 樹 ○対面 

12 帝京大学 経済学部 教授 五艘 みどり ×欠席 

13 公共交通の利用者 公募委員 － 上田 珠花（みか） ×欠席 

14 

その他必要と 
認める者 

国土交通省関東運輸局 栃木運輸支局 首席運輸企画専門官 諏訪 和義 ○対面 

15 栃木県教育委員会 委員 鈴木 純美子 ×欠席 

16 (同) MoDip 代表 諸星 賢治 ×欠席 

17 (社福) 栃木県社会福祉協議会 事務局長 法師人 昇 ○対面 

18 (株) ＪＴＢ 宇都宮支店 営業課長 橋 俊行 ×欠席 

２ アドバイザー（定数1） 

№ 区 分 所属 役 職 氏 名  

1 国 国土交通省 関東運輸局 交通政策部交通企画課 課長 市野 将英 ○WEB 
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Tochigi Prefectural Government 

栃木県地域公共交通計画に掲げるKPIの修正について

1

資料２



目次

2

１ 前回
※
の振返り

２ 実績値等の再チェック

３ 目標値等の見直し（案）

４ 目標値等の見直しに伴う計画等の改訂（案）

（※R6第2回協議会における計画の達成状況の評価）



１ 前回の振返り （R6第2回協議会における計画の達成状況の評価）

３

※R6第2回栃木県地域公共交通活性化協議会（令和7年3月19日開催）資料＿再掲



２ 実績値等の再チェック

✓ 令和６年度の評価指標の実績集計時に…
「民間バス及び市町バス（デマンド除く）の１便当たり平均乗車密度」で異常値を確認

✓ 現況値･目標値に関する実績値（バックデータを含む）や算出方法の妥当性をチェック

計画実績値等の再精査

※栃木県地域公共交通計画 （第７章 計画の達成状況の評価_P57）一部抜粋

目標値等の算出方法 ： H27～R3の 各年度の実績値 を基にした 近似曲線より算出

× 新型コロナによる
数値の落ち込みが
全体に大きく影響

○ 各系統のデータはОＫ
× 全系統の平均値の算出
過程に誤り 4



３ 目標値等の見直し（案）

計画目標値等の見直し（案）

【現行（改訂前）】

【見直し（案）（改訂後）】

5



４ 目標値等の見直しに伴う計画等の改訂（案）

改訂箇所
(※改訂後）

6

※栃木県地域公共交通計画 P57
（第７章 計画の達成状況の評価)



４ 目標値等の見直しに伴う計画等の改訂（案）

7



Tochigi Prefectural Government 

本年度の各施策の取組状況

資料３

1



○前回協議会の振返り

公共交通ネットワーク関係

市町村生活交通路線運行費補助

制度の抜本的な見直し
芳賀町社会実験

（交通結節機能の高度化）

R６年度の施策

デジタル技術・データ関係

「とちぎの公共交通」作成･公表

（直近の運行情報の把握)
交通情報共有基盤の構築に向けた

検討

共創関係

国土交通省補助事業を活用した

モビリティ人材の育成
市町勉強会の開催
奥日光地域オフピーク観光の支援
無人自動運転移動サービスの県内

バス路線への導入に向けた支援

新たに見えてきた課題

県計画が目指す公共交通ネットワークの

イメージ、幹･枝･葉のうち、葉の交通は
一旦整理できたが、枝（市町をまたぐ広
域交通ネットワーク）の交通については
考え方の整理が不十分
コロナ禍以降の利用者数の回復伸び悩み

（→コロナ禍前以上にはならない？）

特例措置(新型コロナ緩和や燃料価格高騰

  緊急対策)廃止を見据えた検討が不十分
（→行政の支援を受けられない赤字路線の増加
による減便と廃止の可能性への対策が急務）

地域交通に関するデータの公共交通政策

の企画立案への活用が不十分
データ取得の即時性が低いため、事後対

応にならざるを得ないことが多い
民間交通事業者のデータ取得が不十分

（→データを利活用してできることはもっと
あるはず）

地域が抱える様々な課題の解決のために

は、多くの主体や多様な分野との共創が
  必要不可欠なところ、共創を推進するた
めの体制構築のノウハウが不十分

（→ 「移動」は多くの人や分野にかかわること。
“自分ごと”として取り組んでもらうには？）

現場目線での効率的
なデータの取得・管理
から利活用までを考
えた交通情報共有基
盤の整備の方向性

広域交通ネットワーク
の新たな支援策・改
善策

多様な分野との共創
を実現するための取
組の更なる強化策

新たに検討を開始する
令和7年度の取組

※令和６年度第２回地域公共交通活性化協議会資料より抜粋
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○前回協議会の振返り

公共交通ネットワーク関係

市町村生活交通路線運行費補助

制度の抜本的な見直し
芳賀町社会実験

（交通結節機能の高度化）

R６年度の施策

デジタル技術・データ関係

「とちぎの公共交通」作成･公表

（直近の運行情報の把握)
交通情報共有基盤の構築に向けた

検討

共創関係

国土交通省補助事業を活用した

モビリティ人材の育成
市町勉強会の開催
奥日光地域オフピーク観光の支援
無人自動運転移動サービスの県内

バス路線への導入に向けた支援

新たに見えてきた課題

県計画が目指す公共交通ネットワークの

イメージ、幹･枝･葉のうち、葉の交通は
一旦整理できたが、枝（市町をまたぐ広
域交通ネットワーク）の交通については
考え方の整理が不十分
コロナ禍以降の利用者数の回復伸び悩み

（→コロナ禍前以上にはならない？）

特例措置(新型コロナ緩和や燃料価格高騰

  緊急対策)廃止を見据えた検討が不十分
（→行政の支援を受けられない赤字路線の増加
による減便と廃止の可能性への対策が急務）

地域交通に関するデータの公共交通政策

の企画立案への活用が不十分
データ取得の即時性が低いため、事後対

応にならざるを得ないことが多い
民間交通事業者のデータ取得が不十分

（→データを利活用してできることはもっと
あるはず）

地域が抱える様々な課題の解決のために

は、多くの主体や多様な分野との共創が
  必要不可欠なところ、共創を推進するた
めの体制構築のノウハウが不十分

（→ 「移動」は多くの人や分野にかかわること。
“自分ごと”として取り組んでもらうには？）

現場目線での効率的
なデータの取得・管理
から利活用までを考
えた交通情報共有基
盤の整備の方向性

広域交通ネットワーク
の新たな支援策・改
善策

多様な分野との共創
を実現するための取
組の更なる強化策

※令和６年度第２回地域公共交通活性化協議会資料より抜粋

3

新たに検討を開始する
令和7年度の取組



①広域交通ネットワークの新たな支援策・改善策

✓ バス運転士不足や収支の悪化により、ここ数年で民間バス路線の廃止・減便が増加
✓ 広域的な民間バス路線の運行状況について、データ等に基づく対応策が必要
✓ 民間バス路線の運行状況の把握が不十分 → データの充実を図り運行支援に活用

広域的な民間バス路線の運行状況

民間バス路線 収支 運行費補助 運行情報
（データ取得）

課題と対応方針

全体

224系統

赤字

？系統
（40＋？系統）

国庫協調（国･県･市町）

20系統
○

▲補助年度の運行状況を事後
に遅れて把握

→運行状況の傾向把握や分析
を行い路線維持などに活用

県単（県･市町）

20系統
○

※補助対象外

？系統
×

▲運行状況を把握していない
  ※多くの系統が該当し、

廃止･減便の可能性が高い

→新たにデータを取得し、
事前の傾向と対策に活用

黒字

？系統

※補助対象外

？系統
×

→新たにデータを取得し、
事前の傾向と対策に活用

データ出典：とちぎの公共交通（令和６年度版）

184系統
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作新学院前

茂木

芳賀町工業団地管理センター前
JR宇都宮駅

天矢場

【協議申出人】 ジェイアールバス関東株式会社

【協議申出対象路線】 水都西線全３系統（①作新学院前～茂木、②芳賀町工業団地管理センター前～茂木、③天矢場～茂木）

運行区域：宇都宮市、芳賀町、市貝町、茂木町

【協議結果】 路線の廃止

【廃止予定年月日】 令和７年10月１日

【協議の申出理由】 令和７年３月に関係市町から「同年９月末をもっての補助打切り」の通知を受けたこと
から、以降の運行継続は困難と判断したため

※参考事例：民間バス路線（水都西線）の廃止

✓ ジェイアールバス関東が運行するバス路線（水都西線）の廃止申出
→ 県の生活交通対策部会分科会（R7.8月開催）において協議を行った結果、R7.10月の廃止が決定

✓ 本件バス路線は補助対象外のバス路線であり、運行状況等の詳細を共有できていなかった

収支の悪化等による民間バス路線の廃止 (R7.10月)

5

芳賀町

市貝町
市貝町

茂木町

宇都宮市 芳賀町



①広域交通ネットワークの新たな支援策・改善策

【例①】茂木町 【例②】下野市・壬生町・上三川町

✓ 「民間路線バスの廃止」や「市町区域を越えた移動ニーズの高まり」により、市町村生
活交通の広域化が進んでおり、地域間連携によるサービス向上や運営の効率化が課題

市町村生活交通の広域化

6



○前回協議会の振返り

公共交通ネットワーク関係

市町村生活交通路線運行費補助

制度の抜本的な見直し
芳賀町社会実験

（交通結節機能の高度化）

R６年度の施策

デジタル技術・データ関係

「とちぎの公共交通」作成･公表

（直近の運行情報の把握)
交通情報共有基盤の構築に向けた

検討

共創関係

国土交通省補助事業を活用した

モビリティ人材の育成
市町勉強会の開催
奥日光地域オフピーク観光の支援
無人自動運転移動サービスの県内

バス路線への導入に向けた支援

新たに見えてきた課題

県計画が目指す公共交通ネットワークの

イメージ、幹･枝･葉のうち、葉の交通は
一旦整理できたが、枝（市町をまたぐ広
域交通ネットワーク）の交通については
考え方の整理が不十分
コロナ禍以降の利用者数の回復伸び悩み

（→コロナ禍前以上にはならない？）

特例措置(新型コロナ緩和や燃料価格高騰

  緊急対策)廃止を見据えた検討が不十分
（→行政の支援を受けられない赤字路線の増加
による減便と廃止の可能性への対策が急務）

地域交通に関するデータの公共交通政策

の企画立案への活用が不十分
データ取得の即時性が低いため、事後対

応にならざるを得ないことが多い
民間交通事業者のデータ取得が不十分

（→データを利活用してできることはもっと
あるはず）

地域が抱える様々な課題の解決のために

は、多くの主体や多様な分野との共創が
  必要不可欠なところ、共創を推進するた
めの体制構築のノウハウが不十分

（→ 「移動」は多くの人や分野にかかわること。
“自分ごと”として取り組んでもらうには？）

現場目線での効率的
なデータの取得・管理
から利活用までを考
えた交通情報共有基
盤の整備の方向性

広域交通ネットワーク
の新たな支援策・改
善策

多様な分野との共創
を実現するための取
組の更なる強化策

※令和６年度第２回地域公共交通活性化協議会資料より抜粋
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新たに検討を開始する
令和7年度の取組



②データの適正管理、有効活用

✓ データ利活用の支障となっている要因の現状整理を実施
✓ データの即時性・十分性などの向上を図るため、「とちぎの公共交通」をアップデート

データ利活用に向けた取組状況と今後の方向性①

「とちぎの公共交通」のアップデート

データ取扱いの現状

○ データ把握のタイムラグ ※P9参照

(例) R5運行実績→R6収集とりまとめ、R7公表

○ データの活用・分析不足
・収集しても活用しきれていないデータあり
（運転士数、運行回数など）

・公共交通サービスの“品質”に関する分析なし

○ データの未取得
・タクシー運行に関するデータなし
・公共交通サービスの主要な利用者（免許
返納者など）の人数把握なし

データの適正管理、有効活用に向けた課題

○ データの即時性
２年遅れの実態把握、データの即時性の確保

○ データの有効な活用・分析
・収集済みデータのフル活用、見せ方の工夫
・公共交通サービスの十分性を確認するための
分析を新たに開始
（時間帯・曜日別の運行状況など）

○ データの拡充
タクシーの運行情報、免許返納者数などの
情報の追加

8



※参考事例：「とちぎの公共交通」の作成スケジュール

9

【R7取組】
・年度内の発行 （発行時期のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ）

・新たなデータの取得と分析

【R8以降の検討事項】
・発行時期の更なる前倒し
・データの拡充と分析内容の充実

・交通事業者から提供を受ける
 輸送実績報告には有用な情報
 が多数
・一方で、フル活用できていない
現状あり

【輸送実績報告書】



②データの適正管理、有効活用

✓ データを公共交通政策の企画立案へと繋げていくためには、
「地域交通に関する知見」,「データ活用のノウハウ」,「コーディネートスキル」が必要

✓ データ等を最大限活用していくためには、モビリティ人材の育成も不可欠

データ利活用に向けた取組状況と今後の方向性②

【現状】
地域交通政策を考える上では、多くの知見、ノウハウ、
スキルが求められるが、現場では実務に追われてしまい、
習得することが難しい。

地域公共交通を考えるために求められるスキル
（１）交通に関する知見

・各交通モードの特性や事業実務に対する理解
・新技術に関する知見
・関係法令、予算制度についての知識 等

（２）データ活用のノウハウ
・必要なデータの収集・分析スキル
・データを施策立案や合意形成へ活用するノウハウ 等

（３）コーディネートスキル
・関係者の利害調整、合意形成を図る能力 等

【R7取組】
左記スキルを習得するための研修会
を有識者を講師に迎え実施
①講習会
→地域公共交通のリ・デザインを構想するための

         「概念」の習得

②ワークショップ
→データに基づく施策立案スキルの向上

③ロールプレイング
→施策展開に係る利害調整や合意形成スキル

        の向上

10
モビリティ人材の育成



○前回協議会の振返り

公共交通ネットワーク関係

市町村生活交通路線運行費補助

制度の抜本的な見直し
芳賀町社会実験

（交通結節機能の高度化）

R６年度の施策

デジタル技術・データ関係

「とちぎの公共交通」作成･公表

（直近の運行情報の把握)
交通情報共有基盤の構築に向けた

検討

共創関係

国土交通省補助事業を活用した

モビリティ人材の育成
市町勉強会の開催
奥日光地域オフピーク観光の支援
無人自動運転移動サービスの県内

バス路線への導入に向けた支援

新たに見えてきた課題

県計画が目指す公共交通ネットワークの

イメージ、幹･枝･葉のうち、葉の交通は
一旦整理できたが、枝（市町をまたぐ広
域交通ネットワーク）の交通については
考え方の整理が不十分
コロナ禍以降の利用者数の回復伸び悩み

（→コロナ禍前以上にはならない？）

特例措置(新型コロナ緩和や燃料価格高騰

  緊急対策)廃止を見据えた検討が不十分
（→行政の支援を受けられない赤字路線の増加
による減便と廃止の可能性への対策が急務）

地域交通に関するデータの公共交通政策

の企画立案への活用が不十分
データ取得の即時性が低いため、事後対

応にならざるを得ないことが多い
民間交通事業者のデータ取得が不十分

（→データを利活用してできることはもっと
あるはず）

地域が抱える様々な課題の解決のために

は、多くの主体や多様な分野との共創が
  必要不可欠なところ、共創を推進するた
めの体制構築のノウハウが不十分

（→ 「移動」は多くの人や分野にかかわること。
“自分ごと”として取り組んでもらうには？）

現場目線での効率的
なデータの取得・管理
から利活用までを考
えた交通情報共有基
盤の整備の方向性

広域交通ネットワーク
の新たな支援策・改
善策

多様な分野との共創
を実現するための取
組の更なる強化策

※令和６年度第２回地域公共交通活性化協議会資料より抜粋
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新たに検討を開始する
令和7年度の取組



地域公共交通を取り巻く環境が厳しさを増す中、地域公共交通の利便性・生産性・持続可能性を高めるため

には、交通事業者のみならず、地域の関係者が連携・協働（共創）し、地域ぐるみで支えていくことが重要

地域公共交通のリ・デザイン（再構築）

③他分野との共創の取組推進

12



第１部 「自家用有償旅客運送事務」に関する研修会

～みんなでつくり・まもり・そだてる～

とちぎの公共交通「共創プロジェクト」
令和７年度第１回 「福祉」×「交通」

第２部 「共創（福祉×交通）」に関する勉強会

【内容】 公共交通と福祉の共創に関する情報共有や事例紹介、意見交換
【効果】 地域公共交通だけでなく、医療・介護・福祉など連携する分野も生産性・持続可能性が高まる

個人の事情に応じて移動の利便性が向上し、みんながいきいきと生活できる

【内容】 「自家用有償旅客運送」に関するすべての事務担当者のレベルアップを図るための研修会
【効果】 申請書作成等にあたってのミスが少なくなり、本件にかかわるすべての事務担当者の負担軽減が図られる

毎年度の定例的な事務として定着させることにより、制度の理解が深まり、持続可能な事業運営や人材育成に繋がる

【日 時】 令和７(2025)年８月５日（火）
【場 所】 栃木県庁北別館２０３会議室
【参加者】 市町、福祉関係事業者

約2９団体57名（オンライン参加含む）
【主 催】 栃木県県土整備部交通政策課

③他分野との共創の取組推進 （R7実施状況_その１）
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【R7取組】



Ｒ７(2025)年度部活動地域連携・地域移行市町担当者会議

【日 時】 令和７(2025)年８月20日（水）
【場 所】 栃木県庁東館講堂
【参加者】 県・市町の教育関係担当者 61名
【主 催】 栃木県教育委員会事務局

健康体育課、生涯学習課

報告事項の一つとして、「部活動の地域連携・地域移行に伴う地域における移動手段の対応方策について」県交通政策課から説明
【内容】 教育分野における移動の困りごとに関して、交通分野との連携・協働を促進するため、地域における移動手段（輸送資源）や共創の取組

の好事例などを説明。
【概要】 全国では部活動の地域展開が進められているが、生徒の移動手段の確保が当該取組の支障になっているケースも少なくない。

今後の各市町の取組の参考となるよう、地域に存在する移動手段を体系的に教示するとともに、教育分野と交通分野が連携し、地域の
             こどもたちの移動手段確保を円滑に進めた事例を紹介。

③他分野との共創の取組推進 （R7実施状況_その２）
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【R7取組】 ～みんなでつくり・まもり・そだてる～

とちぎの公共交通「共創プロジェクト」
令和７年度第２回 「教育」×「交通」



■とちぎの公共交通アップデート

④ Ｒ７取組内容のまとめ

現場目線での効率的
なデータの取得・管理
から利活用までを考
えた交通情報共有基
盤の整備の方向性

広域交通ネットワーク
の新たな支援策・改
善策

多様な分野との共創
を実現するための取
組の更なる強化策

新たに検討を開始する
令和7年度の取組

・ 広域を含むすべてのバス路線のデータを新たに取得
→ 事前の傾向と対策によるバス路線の維持

広域ネットワークの支援策・改善策の企画立案 など

・ データの適正管理と有効活用
→ データの即時性の確保

データの有効な活用・分析
データの拡充

・ モビリティ人材育成のための研修会の実施
→ 交通に関する知見、データ活用のノウハウ、コーディ

ネートスキルの習得により、データ等を最大限活用

■とちぎの共創プロジェクト
・ 勉強会や意見交換などの機会の創出
→ 「交通」の立場から他分野の事業（「移動の困りごと」）
に積極的に関与することで、「交通」と多様な主体・分野

       との連携・協働の取組を推進
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